
事
」
を
公
告
し
た
。
申
請

事
」
を
公
告
し
た
。
申
請
書

を
　
月
　
日
ま
で
、
入
札

日
ま
で
、
入
札
書

1010

1515

を
　
・
　

日
で
受
け
付
け

日
で
受
け
付
け
、

1414

1515

　
日
に
開
札
を
行
う
。
問

日
に
開
札
を
行
う
。
問
い

1616合
わ
せ
は
、
総
務
部
管
財

合
わ
せ
は
、
総
務
部
管
財
課

（
電
話

（
電
話
０
８
５
４

０
８
５
４
―
４
０
４
０
―

１
０
２
５

１
０
２
５
）
ま
で

）
ま
で
。

参
加
資
格
＝
土
木
一
式

　
参
加
資
格
＝
土
木
一
式
Ａ

等
級
。
市
内
に
本
社
。

等
級
。
市
内
に
本
社
。
２
０

１
５
１
５
年
度
以
降
に
同
種
の

年
度
以
降
に
同
種
の
公

共
工
事
と
し
て
、
市
内
で

共
工
事
と
し
て
、
市
内
で
１

５
０
０

５
０
０
万
円
以
上
の
土
木

万
円
以
上
の
土
木
一

式
工
事
の
実
績
が
あ
る
―

式
工
事
の
実
績
が
あ
る
―
な

ど
工
事
場
所
＝
加
茂
町
神

　
工
事
場
所
＝
加
茂
町
神
原

地
内工

事
概
要
＝
バ
ッ
ク
ネ

　
工
事
概
要
＝
バ
ッ
ク
ネ
ッ

ト
設
置
工
一
式
（

ト
設
置
工
一
式
（
Ｈ
　
ｍ
、
ｍ
、

1010

Ｌ
　
ｍ
）

33工
期

　
工
期
＝
　
年
３
月
　
日

2626

1010

予
定
価
格
＝

　
予
定
価
格
＝
５
６
０
１

５
６
０
１
万

７
０
０
０

７
０
０
０
円

雲
南
市

　
雲
南
市
は
　
日
、
簡
易

日
、
簡
易
型

1818

一
般
競
争
入
札
の
「
雲
南

一
般
競
争
入
札
の
「
雲
南
市

公
園
施
設
長
寿
命
化
対
策

公
園
施
設
長
寿
命
化
対
策
支

援
事
業
加
茂
中
央
公
園
野

援
事
業
加
茂
中
央
公
園
野
球

場
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
改
修

場
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
改
修
工

Ｊ
Ｖ
構
成
員
（
出
資
比

Ｊ
Ｖ
構
成
員
（
出
資
比
率
　2020

％
以
上
）
と
し
て
完
成
・

％
以
上
）
と
し
て
完
成
・
引

渡
し
が
完
了
し
た
Ｒ
Ｃ
造

渡
し
が
完
了
し
た
Ｒ
Ｃ
造
、

Ｓ
Ｒ
Ｃ
造
、
Ｓ
造
で
延
べ

Ｓ
Ｒ
Ｃ
造
、
Ｓ
造
で
延
べ
面

積
１
５
１
５
０
釈
以
上
の
公
共

以
上
の
公
共
施

設
、
学
校
施
設
、
研
究
施

設
、
学
校
施
設
、
研
究
施
設

の
新
営
工
事
を
施
工
し
た

の
新
営
工
事
を
施
工
し
た
実

績
―
な

績
―
な
ど

工
事
場
所
＝
山
口
県
周

　
工
事
場
所
＝
山
口
県
周
南

市
大
字
戸
田
字
桑
原
、
京

市
大
字
戸
田
字
桑
原
、
京
都

大
学
戸
田
団
地
構

大
学
戸
田
団
地
構
内

工
事
概
要
＝
Ｓ
造
平
屋

　
工
事
概
要
＝
Ｓ
造
平
屋
建

延
べ
延
べ
１
９
１
９
１
釈
の
新
営
工

の
新
営
工
事

工
期

　
工
期
＝
　
年
３
月
　
日

2626

1919

る
。
開
札

る
。
開
札
は
　
月
　
日
午
前

日
午
前

1010

3030

９
時
半
時
半
。

参
加
資
格
な
ど
は
次
の

　
参
加
資
格
な
ど
は
次
の
通

り
。参

加
資
格
＝
中
国

　
参
加
資
格
＝
中
国
５
県
ま

た
は
福
岡
県
内
に
本
店
、

た
は
福
岡
県
内
に
本
店
、
支

店
、
営
業
所
を
有
し
、
文

店
、
営
業
所
を
有
し
、
文
部

科
学
省
の
建
築
一
式
工

科
学
省
の
建
築
一
式
工
事

Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
等
級
。

Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
等
級
。
２
０
２
０
１

０
年
度
以
降
に
元
請
ま
た

年
度
以
降
に
元
請
ま
た
は

京
都
大
学
施
設
部
施
設

　
京
都
大
学
施
設
部
施
設
企

画
課
画
課
は
　
日
、
総
合
評
価

日
、
総
合
評
価
落

2222

札
方
式
（
実
績
評
価
型
）

札
方
式
（
実
績
評
価
型
）
の

一
般
競
争
入
札
で
「
京
都

一
般
競
争
入
札
で
「
京
都
大

学
（
戸
田
）
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
ム

学
（
戸
田
）
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
ム
ー

ン
シ
ョ
ッ
ト
型
研
究
開
発

ン
シ
ョ
ッ
ト
型
研
究
開
発
事

業
上
屋
新
営
工
事
」
を
公

業
上
屋
新
営
工
事
」
を
公
告

し
た
。
申
請
書
な
ど

し
た
。
申
請
書
な
ど
を
　
月
1010

３
日
ま
で
、
入
札
書

日
ま
で
、
入
札
書
は
　
月
1010

　
日
か
日
か
ら
　
日
で
受
け
付

日
で
受
け
付
け

1010

2929

申
請
書
は
㮇
月
3
日
ま
で
受
付

10

京都大学

周
南
市
の
戸
田
団
地
で
上
屋
新
営

価
格
変
動
に
対
す
る
特
例

価
格
変
動
に
対
す
る
特
例
措

置
対
象
と
な
っ
て
い
る

置
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

参
加
資
格
＝
土
木
一
式

　
参
加
資
格
＝
土
木
一
式
Ａ

等
級
。
邑
智
郡
内
に
主
た

等
級
。
邑
智
郡
内
に
主
た
る

営
業
所
。

営
業
所
。
２
０
１
０

２
０
１
０
年
度
年
度
以

降
に
国
、
島
根
県
、
松
江
市

降
に
国
、
島
根
県
、
松
江
市
、

出
雲
市
、
雲
南
市
、
大
田
市

出
雲
市
、
雲
南
市
、
大
田
市
、

益
田
市
、
隠
岐
の
島
町
、

益
田
市
、
隠
岐
の
島
町
、
安

来
市
、
浜
田
市
、
江
津
市

来
市
、
浜
田
市
、
江
津
市
、

川
本
町
が
発
注
し
た

川
本
町
が
発
注
し
た
１
契
約

税
込
最
終
金
額

税
込
最
終
金
額
５
０
０
０

５
０
０
０
万

円
以
上
の
土
木
一
式
工
事

円
以
上
の
土
木
一
式
工
事
で

元
請
ま
た
は
Ｊ
Ｖ
構
成
員

元
請
ま
た
は
Ｊ
Ｖ
構
成
員
と

し
て
の
実
績
が
あ
る
―
な

し
て
の
実
績
が
あ
る
―
な
ど

工
事
場
所
＝
邑
智
郡
川

　
工
事
場
所
＝
邑
智
郡
川
本

日
に
開
札
を
行
う

日
に
開
札
を
行
う
。

問
い
合
わ
せ
は
、
業
務

　
問
い
合
わ
せ
は
、
業
務
部

契
約
業
務
課
（
電
話

契
約
業
務
課
（
電
話
０
８
０
８
５

５
―
７
２
―
９
６
０
５

９
６
０
５
）
ま

で
。
な
お
、
同
工
事
は
資

で
。
な
お
、
同
工
事
は
資
材

防
安
交
付
金
（
改
築
）
工

防
安
交
付
金
（
改
築
）
工
事

第
３
期
」
を
公
告
し
た
。

期
」
を
公
告
し
た
。
資

格
確
認
資
料
、
技
術
資
料

格
確
認
資
料
、
技
術
資
料
、

入
札
書
な
ど
必
要
書
類

入
札
書
な
ど
必
要
書
類
を
　1010

月
　
日
ま
で
受
け
付
け

日
ま
で
受
け
付
け
、　

1010

2222

島
根
県
県
央
県
土
整
備

　
島
根
県
県
央
県
土
整
備
事

務
所
務
所
は
　
日
、
総
合
評
価
（

日
、
総
合
評
価
（
特

1919

別
簡
易
型
）
対
象
で
簡
易

別
簡
易
型
）
対
象
で
簡
易
型

一
般
競
争
入
札
の
「
（
主
）

一
般
競
争
入
札
の
「
（
主
）
温

泉
津
川
本
線
（
川
下
工
区

泉
津
川
本
線
（
川
下
工
区
）

県央県土

必
要
書
類
㮇
月
㮇
日
ま
で

10

10

温
泉
津
川
本
線
川
下
工
区
改
築
3
期

営
業
所
。

営
業
所
。
２
０
１
０

２
０
１
０
年
度
年
度
以

降
に
国
、
島
根
県
、
県
内

降
に
国
、
島
根
県
、
県
内
市

町
村
が
発
注
し
た

町
村
が
発
注
し
た
１
契
約
契
約
最

終
数
量

終
数
量
７
４
７
４
０
釈
以
上
の
鋼

以
上
の
鋼

構
造
物
再
塗
装
で
元
請
ま

構
造
物
再
塗
装
で
元
請
ま
た

は
Ｊ
Ｖ
構
成
員
と
し
て
の

は
Ｊ
Ｖ
構
成
員
と
し
て
の
実

績
が
あ
る
―
な

績
が
あ
る
―
な
ど

工
事
場
所
＝
出
雲
市
西

　
工
事
場
所
＝
出
雲
市
西
代

町
地
町
地
内

工
事
概
要
＝
西
代
橋
（

　
工
事
概
要
＝
西
代
橋
（
橋

長
Ｌ
長
Ｌ
４
７
８

４
７
８
・
４
ｍ
）
、

ｍ
）
、
工

事
延
長

事
延
長
Ｌ
　
・
３
ｍ
、
塗

ｍ
、
塗
替

8282

塗
装
工
Ａ

塗
装
工
Ａ
１
４
９

１
４
９
７
釈
、
主
、
主

桁
補
強
工

桁
補
強
工
Ａ
　
釈
2828

工
期

　
工
期
＝
　
年
８
月
　
日

2626

2525

予
定
価
格
＝

　
予
定
価
格
＝
１
億
６
６
６
６
８

４
万
８
０
０
０

８
０
０
０
円

（
特
別
簡
易
型
）
対
象
で

（
特
別
簡
易
型
）
対
象
で
簡

易
型
一
般
競
争
入
札
の
「

易
型
一
般
競
争
入
札
の
「
十

六
島
直
江
停
車
場
線
（
西

六
島
直
江
停
車
場
線
（
西
代

橋
）
メ
ン
テ
補
助
（
橋
梁

橋
）
メ
ン
テ
補
助
（
橋
梁
修

繕
）
工
事
第

繕
）
工
事
第
５
期
」
を
公

期
」
を
公
告

し
た
。
資
格
確
認
資
料
、

し
た
。
資
格
確
認
資
料
、
技

術
資
料
、
入
札
書
な
ど
必

術
資
料
、
入
札
書
な
ど
必
要

書
類
書
類
を
　
月
７
日
ま
で
受

日
ま
で
受
け

1010

付
け
付
け
、　

日
に
開
札
を

日
に
開
札
を
行

1616

う
。問

い
合
わ
せ
は
、
業
務

　
問
い
合
わ
せ
は
、
業
務
部

契
約
業
務
課
（
電
話

契
約
業
務
課
（
電
話
０
８
０
８
５

３
―
３
０
―
５
６
１
８

５
６
１
８
）
ま

で
。
な
お
、
同
工
事
は
資

で
。
な
お
、
同
工
事
は
資
材

価
格
変
動
に
対
す
る
特
例

価
格
変
動
に
対
す
る
特
例
措

置
対
象
と
な
っ
て
い
る

置
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

参
加
資
格
＝
塗
装
工
事

　
参
加
資
格
＝
塗
装
工
事
の

許
可
業
者
。
県
内
に
主
た

許
可
業
者
。
県
内
に
主
た
る

島
根
県
出
雲
県
土
整
備

　
島
根
県
出
雲
県
土
整
備
事

務
所
務
所
は
　

日
、
総
合
評

日
、
総
合
評
価

1919

中
国
地
方
整
備
局
松
江

　
中
国
地
方
整
備
局
松
江
国

道
事
務
所
は
、
業
務
成
績

道
事
務
所
は
、
業
務
成
績
評

定
通
知
書
を

定
通
知
書
を
２
件
公
表

件
公
表
し

た
。い

ず
れ
も
今

　
い
ず
れ
も
今
月
　
日
付
で

日
付
で

1818

通
知
さ
れ
た
も
の
。

通
知
さ
れ
た
も
の
。
２
件
と

も
評
定
点

も
評
定
点
は
　
点
と
な
っ

点
と
な
っ
て

7979

い
る
い
る
。

　
２
件
の
評
定
結
果
は
次

件
の
評
定
結
果
は
次
の

業

務

成

績

2

件

公

表
松
江
国
道

た
。取

扱
件
数
で
は
、
「
そ

　
取
扱
件
数
で
は
、
「
そ
の

他
の
公
共
的
団
体
」
が

他
の
公
共
的
団
体
」
が
５
件

（
前
年
同
月
比

（
前
年
同
月
比
４
０
０

４
０
０
・
０

％
増
）
と
唯
一
の
増
加
と

％
増
）
と
唯
一
の
増
加
と
な

っ
た
が
、「
国
」

っ
た
が
、「
国
」
は
　
件
（
同

件
（
同

1515

６
・
２
％
減
）
、
「
独
立
行

％
減
）
、
「
独
立
行
政

法
人
等
」
は

法
人
等
」
は
３
件
（
件
（
同
　
・
5050

０
％
減
）
、
「
県
」
は

％
減
）
、
「
県
」
は
１
１
１
１
６

件
（
件
（
同
　
・
５
％
減
）
、
「

％
減
）
、
「
市

2727

万
円
、「
国
」

万
円
、「
国
」
も
　
・
４
％
増
％
増

6161

の
　
億
９
２
０
０

９
２
０
０
万
円
と

万
円
と
増

2929
加
し
た
。
一
方
、
「
独
立

加
し
た
。
一
方
、
「
独
立
行

政
法
人
等
」

政
法
人
等
」
は
　
・
１
％
減
％
減

9191

の
９
３
０
０

９
３
０
０
万
円
、「
県
」

万
円
、「
県
」
が

　
・
２
％
減
％
減
の
　
億
１
４
０

１
４
０

2727

2929

０
万
円
と

万
円
と
２
団
体
で
減
少

団
体
で
減
少
し

１
７
１
７
件
に
と
ど
ま
り
、
前

件
に
と
ど
ま
り
、
前
年

同
月
同
月
を
　
・
１
％
下
回

％
下
回
っ

1616

た
。発

注
者
別
に
み
る
と
、

　
発
注
者
別
に
み
る
と
、
特

に
「
そ
の
他
の
公
共
的

に
「
そ
の
他
の
公
共
的
団

体
」
が
前
年
同
月
の

体
」
が
前
年
同
月
の
約
　
倍
9393

と
な
る

と
な
る
６
億
５
２
０
０

５
２
０
０
万
円

と
大
き
く
伸
び
た
ほ
か

と
大
き
く
伸
び
た
ほ
か
、

「
市
町
村
」
は

「
市
町
村
」
は
１
５
９

１
５
９
・
４

％
増
の

％
増
の
１
８
３

１
８
３
億
２
８
０

２
８
０
０

西
日
本
建
設
業
保
証
岡

　
西
日
本
建
設
業
保
証
岡
山

支
店
が
ま
と
め
た
前
払
金

支
店
が
ま
と
め
た
前
払
金
の

保
証
実
績
か
ら
み
た
岡
山

保
証
実
績
か
ら
み
た
岡
山
県

内
の
公
共
工
事
動
向
に
よ

内
の
公
共
工
事
動
向
に
よ
る

と
、
と
、
２
０
２
５

２
０
２
５
年
８
月
の
月
の
請

負
金
額
は
、
前
年
同
月

負
金
額
は
、
前
年
同
月
比

　
・
７
％
増
の

％
増
の
２
４
９

２
４
９
億
８

7878１
０
０

１
０
０
万
円
に
達
し
、

万
円
に
達
し
、
３
カ

月
連
続
で
増
額
し
た
。

月
連
続
で
増
額
し
た
。
一

方
、
工
事
の
取
扱
件
数
は

方
、
工
事
の
取
扱
件
数
は
３

西日本保証
岡 山 支 店

請
負
額
㮇
％％％
増
の
㮇
億
円

7788..78.777

224499249

8
月
の
岡
山
県
内
公
共
工
事
動
向

１
０
１
０
年
度
以
降
に
県
内
で

年
度
以
降
に
県
内
で
土

木
一
式
工
事
の
元
請
施
工

木
一
式
工
事
の
元
請
施
工
実

績
を
有
す
る
こ
と
―
な

績
を
有
す
る
こ
と
―
な
ど

工
事
場
所
＝
安
芸
高
田

　
工
事
場
所
＝
安
芸
高
田
市

甲
田
町
深

甲
田
町
深
瀬

工
事
概
要
＝
整
地
工

　
工
事
概
要
＝
整
地
工
２
・

　

、
用
水
路
工

　
、
用
水
路
工
６
７
２

６
７
２
ｍ
、

6363
haha

排
水
路
工

排
水
路
工
８
５
１

８
５
１
ｍ
、
道

ｍ
、
道
路

工
７
７
４

７
７
４
ｍ

工
期

　
工
期
＝
　
年
９
月
　
日

2626

1515

工
高
が

工
高
が
２
億
円
以
上
。

億
円
以
上
。
２
０

上
）
。
同
業
種
の
年
間
平
均

上
）
。
同
業
種
の
年
間
平
均
完

広
島
県
西
部
農
林
水
産

　
広
島
県
西
部
農
林
水
産
事

務
所
務
所
は
　
日
、
総
合
評
価

日
、
総
合
評
価
落

1919

札
方
式
（
実
績
評
価

札
方
式
（
実
績
評
価
１
型
）
型
）
の

一
般
競
争
入
札
で
「
令
和

一
般
競
争
入
札
で
「
令
和
７

年
度
県
営
農
地
中
間
管
理

年
度
県
営
農
地
中
間
管
理
機

構
関
連
農
地
整
備
事
業
火

構
関
連
農
地
整
備
事
業
火
の

谷
地
区
区
画
整
理

谷
地
区
区
画
整
理
２
期
工

事
」
を
公
告
し
た

事
」
を
公
告
し
た
。　
月
７
・

1010

８
日
で
入
札
書
を
受
け

日
で
入
札
書
を
受
け
付

け
、
同

け
、
同
９
日
に
開
札
す
る
。

日
に
開
札
す
る
。
加

算
点
の
最
高
点
数

算
点
の
最
高
点
数
は
　
点
。
点
。

6060

参
加
資
格
＝
土
木
一
式

　
参
加
資
格
＝
土
木
一
式
工

事
の
Ａ
等
級
（
三
次
市
・

事
の
Ａ
等
級
（
三
次
市
・
安

芸
高
田
市
に
主
た
る
営

芸
高
田
市
に
主
た
る
営
業

所
）
ま
た
は
Ｂ
等
級
（
安

所
）
ま
た
は
Ｂ
等
級
（
安
芸

高
田
市
に
主
た
る
営
業
所

高
田
市
に
主
た
る
営
業
所
、

元
請
施
工
実
績

元
請
施
工
実
績
４
件
以
上

件
以
上
で

平
均
工
事
成
績

平
均
工
事
成
績
点
　

点
以
点
以

8282

西部農林

火
の
谷
地
区
区
画
整
理（
2
期
）

㮇
月月
77
～～
88
日
で
入
札

日
で
入
札
書書

1010

地
域
別
で
は
、
鳥
取
が

　
地
域
別
で
は
、
鳥
取
が
７

７
４
０

７
４
０
ｔ
（
新
規

ｔ
（
新
規
６
５
６
５
５

ｔ
、
再
生

ｔ
、
再
生
７
０
８
５

７
０
８
５
ｔ
）
ｔ
）
で

０
・
１
％
減
、
島
根
が

％
減
、
島
根
が
１
万

５
７
９
５

５
７
９
５
ｔ
（
新
規

ｔ
（
新
規
２
４
２
４
５

６
ｔ
、
再
生

ｔ
、
再
生
１
万
３
３
３

３
３
３
９

ｔ
）
ｔ
）
で
　
・
４
％
減
、
岡

％
減
、
岡
山

1313

が
３
万
９
６
６
０

９
６
６
０
ｔ
（
新

ｔ
（
新
規

６
０
４
５

６
０
４
５
ｔ
、
再
生

ｔ
、
再
生
３
万
３

６
１
５

６
１
５
ｔ
）
で

ｔ
）
で
０
・
３
％

増
、
広
島
が

増
、
広
島
が
３
万
９
６
１

９
６
１
５

ｔ
（
新
規

ｔ
（
新
規
７
８
９
４

７
８
９
４
ｔ
、
ｔ
、
再

生
３
万
１
７
２
１

１
７
２
１
ｔ
）
ｔ
）
で

　
・
２
％
増
、
山
口
が

％
増
、
山
口
が
２
万

1010５
６
７
０

５
６
７
０
ｔ
（
新
規

ｔ
（
新
規
５
０
５
０
２

７
ｔ
、
再
生

ｔ
、
再
生
２
万
６
４
６
４
３

ｔ
）
で

ｔ
）
で
８
・
４
％
減
と
な

％
減
と
な
っ

た
。
新
規
合
材
に
つ
い

た
。
新
規
合
材
に
つ
い
て

は
、
島
根

は
、
島
根
が
　
・
２
％
の
％
の
大

5555

幅
減
。
そ
の
ほ
か
は
プ
ラ

幅
減
。
そ
の
ほ
か
は
プ
ラ
ス

に
転
じ
、
鳥

に
転
じ
、
鳥
取
　

・
９
％

6060

増
、
広

増
、
広
島
　
・
９
％
増
、

％
増
、
山

4343

口
　
・
８
％
増
、
岡

％
増
、
岡
山
　
・

3939

1818

１
％
増
を
示
し
た

％
増
を
示
し
た
。

　
４
月
～
月
～
８
月
の
製
造
数

月
の
製
造
数
量

（
累
計
）

（
累
計
）
は
　
万
６
９
３

６
９
３
０

7474

ｔ
と
な
り
、
前
年
同
期
比

ｔ
と
な
り
、
前
年
同
期
比
で

０
・
６
％
の
マ
イ
ナ
ス
。

％
の
マ
イ
ナ
ス
。
こ

の
う
ち
、
新
規
合
材

の
う
ち
、
新
規
合
材
は
　
・
1818

２
％
増
％
増
の
　

万
７
９
７

７
９
７
９

1313

ｔ
、
再
生
合
材
は

ｔ
、
再
生
合
材
は
４
・
０
％

減
の
　
万
８
９
５
１

８
９
５
１
ｔ
で
ｔ
で
推

6060

移
し
て
い
る

移
し
て
い
る
。

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
合
材
中

　
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
合
材
中
国

地
区
連
絡
協
議
会
は
、

地
区
連
絡
協
議
会
は
、
２
０

２
５
２
５
年
８
月
単
月
の
ア
ス

月
単
月
の
ア
ス
フ

ァ
ル
ト
合
材
製
造
数
量
（

ァ
ル
ト
合
材
製
造
数
量
（
速

報
値
）
を
ま
と
め
た
。
中

報
値
）
を
ま
と
め
た
。
中
国

５
県
の
会
員
企
業
を
対
象

県
の
会
員
企
業
を
対
象
と

し
た
製
造
数
量

し
た
製
造
数
量
は
　
万
８
４
８
４

1212

８
０
８
０
ｔ
と
な
り
、
前
年
同

ｔ
と
な
り
、
前
年
同
月

比
で
比
で
０
・
８
％
減
を
示

％
減
を
示
し

た
。製

造
数
量
の
内
訳
を
み

　
製
造
数
量
の
内
訳
を
み
る

と
、
新
規
合
材
が

と
、
新
規
合
材
が
２
万
２
０

７
７
７
７
ｔ
で
　
・
６
％
増
え

％
増
え
た

1515

も
の
の
、
再
生
合
材

も
の
の
、
再
生
合
材
が
　
万
1010

６
４
０
３

６
４
０
３
ｔ
で
ｔ
で
３
・
６
％
の

減
だ
っ
た

減
だ
っ
た
。

8月は12.8万ｔを製造
アスファルト合材数量

中 連 協

り
９
０
０
０

９
０
０
０
円
）
。
商
業

円
）
。
商
業
地

は
、
鳥
取
市
用
瀬
町
用
瀬

は
、
鳥
取
市
用
瀬
町
用
瀬
字

屋
敷
下
側
中

屋
敷
下
側
中
３
８
０

３
８
０
の
３
・

４
％
減
（
同

％
減
（
同
１
万
７
３
０

７
３
０
０

円
）
と
な
り
全
用
途
で
も

円
）
と
な
り
全
用
途
で
も
最

大
の
落
ち
込
み
。
こ
の
ほ
か

大
の
落
ち
込
み
。
こ
の
ほ
か
、

工
業
地
は
米
子
市
旗
ヶ
崎

工
業
地
は
米
子
市
旗
ヶ
崎
２

１
４
７

１
４
７
の
０
・
６
％
減
（
同

％
減
（
同
１

万
７
３
０
０

７
３
０
０
円
）
だ
っ
た

円
）
だ
っ
た
。

一
方
、
上
昇
幅
で
み
る
と

　
一
方
、
上
昇
幅
で
み
る
と
、

住
宅
地
で
は
米
子
市
目
久

住
宅
地
で
は
米
子
市
目
久
美

町
　
―
９
ほ
か
の

ほ
か
の
２
・
２
％

3434
増
（
同

増
（
同
４
万
６
０
０
０

６
０
０
０
円
）
円
）
、

商
業
地
で
は
鳥
取
市
興
南

商
業
地
で
は
鳥
取
市
興
南
町

　
―
３
の
１
・
６
％
増
（
同

％
増
（
同
６

9595万
２
０
０
０

２
０
０
０
円
）
、
工
業
地

円
）
、
工
業
地
で

は
境
港
市
昭
和

は
境
港
市
昭
和
町
　
の
１
・

3434

７
％
増
（
同

％
増
（
同
６
１
０
０

６
１
０
０
円
）
円
）
が

最
も
大
き
か
っ
た

最
も
大
き
か
っ
た
。

は
、
住
宅
地
で
智
頭
町
大

は
、
住
宅
地
で
智
頭
町
大
字

埴
師
字
石
田

埴
師
字
石
田
６
７
４

６
７
４
―
２
ほ

か
の
か
の
３
・
２
％
減
（

％
減
（
１
釈
あ
た
あ
た

の
　
万
１
０
０
０

１
０
０
０
円
（
商

円
（
商
業

1010
地
）
だ
っ
た

地
）
だ
っ
た
。

主
な
用
途
別
の
変
動
率

　
主
な
用
途
別
の
変
動
率
を

み
る
と
、
住
宅
地
が

み
る
と
、
住
宅
地
が
０
・
６

％
、
商
業
地
が

％
、
商
業
地
が
０
・
５
％
そ
％
そ
れ

ぞ
れ
下
落
す
る
一
方
、
工

ぞ
れ
下
落
す
る
一
方
、
工
業

地
が
地
が
０
・
２
％
上
昇
し
、

％
上
昇
し
、
６
年

ぶ
り
の
プ
ラ
ス
だ
っ
た
。

ぶ
り
の
プ
ラ
ス
だ
っ
た
。
県

内
の
全
基
準
地
で
上
昇
し

内
の
全
基
準
地
で
上
昇
し
た

地
点
地
点
は
　
地
点
あ
り
、
前

地
点
あ
り
、
前
年

3232

か
ら
か
ら
３
地
点
増
加
。
横
ば

地
点
増
加
。
横
ば
い

も
２
地
点
増
え

地
点
増
え
て
　
地
点
と

地
点
と

3333

な
っ
た

な
っ
た
。

下
落
幅
が
大
き
か
っ
た

　
下
落
幅
が
大
き
か
っ
た
の

鳥
取
県
が
発
表
し
た

　
鳥
取
県
が
発
表
し
た
７
月

１
日
時
点
の
基
準
地
価
調

日
時
点
の
基
準
地
価
調
査

に
よ
る
と
、
県
内

に
よ
る
と
、
県
内
１
７
８

１
７
８
地

点
の
過
去

点
の
過
去
１
年
間
の
地
価

年
間
の
地
価
動

向
は
、
全
用
途
平
均
で

向
は
、
全
用
途
平
均
で
０
・
６

％
下
落
し
た

％
下
落
し
た
。　
年
連
続
で

年
連
続
で

2727

マ
イ
ナ
ス
を
記
録
し
た
も

マ
イ
ナ
ス
を
記
録
し
た
も
の

の
、
下
落
幅
は
前
年
調
査

の
、
下
落
幅
は
前
年
調
査
か

ら
０
・
２
ポ
イ
ン
ト
縮
小

ポ
イ
ン
ト
縮
小
し

た
。
た
。
１
釈
あ
た
り
の
最
高

あ
た
り
の
最
高
価

格
は
、
鳥
取
市
栄
町

格
は
、
鳥
取
市
栄
町
６
０
６
０
９

鳥 取 県
地価調査

全
用
途
平
均
で
㮇
％％％
下
落

0.60.6

鳥
取
市
栄
町
㮇
万
円
が
最
高

1100..1110.1

土
木
学
会
年
次
大
会
の
論

土
木
学
会
年
次
大
会
の
論
文

調
査
結
果
が
紹
介
さ
れ
、

調
査
結
果
が
紹
介
さ
れ
、
協

議
会
内
で
も
議
論
。
締
固

議
会
内
で
も
議
論
。
締
固
め

の
合
理
化
を
目
的
と
し
た

の
合
理
化
を
目
的
と
し
た
新

技
術
も
示
さ
れ
た
。
さ

技
術
も
示
さ
れ
た
。
さ
ら

に
、
後
添
加
型
の
流
動
化

に
、
後
添
加
型
の
流
動
化
剤

増
粘
タ
イ
プ
に
よ
る
施
工

増
粘
タ
イ
プ
に
よ
る
施
工
性

改
善
に
関
す
る
話
題
で
は

改
善
に
関
す
る
話
題
で
は
、

予
備
実
験
を
行
う
こ
と

予
備
実
験
を
行
う
こ
と
と

し
、
希
望
者
が
参
加
す
る

し
、
希
望
者
が
参
加
す
る
こ

と
に
な
っ
た

と
に
な
っ
た
。

ま
た
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

　
ま
た
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
協
会
の
江
良

ン
テ
ナ
ン
ス
協
会
の
江
良
和

徳
氏
を
中
心
に
進
め
て
い

徳
氏
を
中
心
に
進
め
て
い
る

「
Ｒ
Ｃ
構
造
物
の
延
命
化

「
Ｒ
Ｃ
構
造
物
の
延
命
化
技

術
研
究
（
Ｍ
）
協
議
会
」

術
研
究
（
Ｍ
）
協
議
会
」
で

は
、
冒
頭
で
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ

は
、
冒
頭
で
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
西

日
本
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

日
本
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
中

国
の
山
本
雅
行
氏
に
よ
る

国
の
山
本
雅
行
氏
に
よ
る
博

士
論
文
「
塩
害
環
境
下
に

士
論
文
「
塩
害
環
境
下
に
あ

る
既
設
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構

る
既
設
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造

物
の
品
質
評
価
に
関
す
る

物
の
品
質
評
価
に
関
す
る
基

礎
的
研
究
」
に
関
す
る
講

礎
的
研
究
」
に
関
す
る
講
演

が
行
わ
れ
、
凍
結
防
止
剤

が
行
わ
れ
、
凍
結
防
止
剤
由

来
の
塩
害
な
ど
に
つ
い
て

来
の
塩
害
な
ど
に
つ
い
て
質

疑
応
答
。
長
崎
県
端
島
（

疑
応
答
。
長
崎
県
端
島
（
軍

艦
島
）
で
の
補
修
技
術
調

艦
島
）
で
の
補
修
技
術
調
査

へ
の
参
加
計
画
な
ど
も
紹

へ
の
参
加
計
画
な
ど
も
紹
介

さ
れ
た

さ
れ
た
。

次
回
協
議
会
は

　
次
回
協
議
会
は
、　

月
　

1212

1616

日
に
開
催
す
る
予
定
と
し

日
に
開
催
す
る
予
定
と
し
て

い
る
い
る
。

午
前
に
行
わ
れ
た
脱
炭

　
午
前
に
行
わ
れ
た
脱
炭
素

コ
ン
ク
リ
ー
ト
技
術
研

コ
ン
ク
リ
ー
ト
技
術
研
究

（
Ｓ
）
協
議
会
で
は
、
広
島

（
Ｓ
）
協
議
会
で
は
、
広
島
工

業
大
学
の
坂
本
英
輔
教
授

業
大
学
の
坂
本
英
輔
教
授
が

中
心
と
な
り
、
コ
ン
ク
リ

中
心
と
な
り
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
工
学
会
年
次
大
会

ト
工
学
会
年
次
大
会
２
０
２
０
２

５
「
低
炭
素
型
ポ
ー
ラ
ス

「
低
炭
素
型
ポ
ー
ラ
ス
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
製
造
方
法

ン
ク
リ
ー
ト
の
製
造
方
法
及

び
基
礎
特
性
に
関
す
る
実

び
基
礎
特
性
に
関
す
る
実
験

的
研
究
」
の
内
容
が
情
報

的
研
究
」
の
内
容
が
情
報
共

有
さ
れ
た
ほ
か
、
広
島
県

有
さ
れ
た
ほ
か
、
広
島
県
か

ら
相
談
が
あ
っ
た
と
い
う

ら
相
談
が
あ
っ
た
と
い
う
牡

蠣
殻
粉
末
の
コ
ン
ク
リ
ー

蠣
殻
粉
末
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

材
料
と
し
て
の
利
用
に
関

材
料
と
し
て
の
利
用
に
関
す

る
可
能
性
を
議
論
。
こ
れ

る
可
能
性
を
議
論
。
こ
れ
ま

で
に
な
い
事
例
で
研
究
の

で
に
な
い
事
例
で
研
究
の
価

値
が
あ
る
と
し
て
、
ま
ず

値
が
あ
る
と
し
て
、
ま
ず
は

予
備
実
験
を
試
み
る
こ
と

予
備
実
験
を
試
み
る
こ
と
と

し
た
し
た
。

ま
た
、
午
後
か
ら
開
か

　
ま
た
、
午
後
か
ら
開
か
れ

た
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
施

た
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
施
工

性
改
善
技
術
研
究
（
Ｃ
Ⅱ

性
改
善
技
術
研
究
（
Ｃ
Ⅱ
）

協
議
会
」
で
は
、
広
島
工

協
議
会
」
で
は
、
広
島
工
業

大
学
の
竹
田
宣
典
教
授
が

大
学
の
竹
田
宣
典
教
授
が
主

査
を
務
め
、
施
工
性
改
善

査
を
務
め
、
施
工
性
改
善
に

適
し
た
技
術
と
し
て
、
打

適
し
た
技
術
と
し
て
、
打
ち

継
ぎ
処
理
剤
な
ど
に
関
す

継
ぎ
処
理
剤
な
ど
に
関
す
る

Ｅ
Ｂ
参
加
を
含
め
て
延
べ

Ｅ
Ｂ
参
加
を
含
め
て
延
べ
約

　
人
が
参
加
。

人
が
参
加
。
３
協
議
会

協
議
会
合

7070わ
せ
て
約

わ
せ
て
約
６
時
間
の
長
丁

時
間
の
長
丁
場

と
な
っ
た
が
、
コ
ン
ク
リ

と
な
っ
た
が
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
延
命
化
や
脱
炭
素
の

ト
の
延
命
化
や
脱
炭
素
の
研

究
、
施
工
性
改
善
に
向
け

究
、
施
工
性
改
善
に
向
け
た

議
論
を
さ
ら
に
深
め
た

議
論
を
さ
ら
に
深
め
た
。

近
未
来
コ
ン
ク
リ
ー
ト

　
近
未
来
コ
ン
ク
リ
ー
ト
研

究
会
（
十
河
茂
幸
代
表
）

究
会
（
十
河
茂
幸
代
表
）
に

よ
る
よ
る
２
０
２
５

２
０
２
５
年
度
第

年
度
第
１
回

目
の
テ
ー
マ
別
協
議
会

目
の
テ
ー
マ
別
協
議
会
が
　1616

日
、
広
島
市
中
区
で
開
か

日
、
広
島
市
中
区
で
開
か
れ

た
。
協
議
会
に
は
、
実
会

た
。
協
議
会
に
は
、
実
会
場

へ
の
出
席
と
全
国
か
ら
の

へ
の
出
席
と
全
国
か
ら
の
Ｗ

の
需
要
拡
大
が
予
想
さ
れ

の
需
要
拡
大
が
予
想
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
町
内
で
工
場

こ
と
か
ら
、
町
内
で
工
場
を

増
設
し
、
加
工
能
力
の
増

増
設
し
、
加
工
能
力
の
増
強

を
図
る

を
図
る
。

投
資
額
は

　
投
資
額
は
２
億
４
７
２

４
７
２
万

６
０
０
０

６
０
０
０
円
（
土
地

円
（
土
地
３
５
３
５
０

万
円
、
建
物

万
円
、
建
物
１
億
９
８
９

９
８
９
４

円
、
償
却
資
産

円
、
償
却
資
産
２
２
８

２
２
８
万
６

０
０
０

０
０
０
円
）
円
）
。　
年
　
月
に
操

月
に
操

2626

1010

業
を
開
始
す
る
予
定
で
、

業
を
開
始
す
る
予
定
で
、
３

年
後
ま
で
に

年
後
ま
で
に
３
人
の
新
規

人
の
新
規
雇

用
を
計
画
し
て
い
る
。
新

用
を
計
画
し
て
い
る
。
新
た

な
雇
用
創
出
と
地
域
産
業

な
雇
用
創
出
と
地
域
産
業
の

活
性
化
に
つ
な
が
る
こ
と

活
性
化
に
つ
な
が
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
、
県
で
は
地
元

期
待
さ
れ
、
県
で
は
地
元
邑

南
町
と
と
も
に
同
社
に
対

南
町
と
と
も
に
同
社
に
対
し

資
金
面
・
人
材
確
保
の
面

資
金
面
・
人
材
確
保
の
面
で

支
援
・
協
力
を
行
う

支
援
・
協
力
を
行
う
。

の
受
注
拡
大
に
対
応
す
る

の
受
注
拡
大
に
対
応
す
る
た

め
町
内
で
の
工
場
増
設
を

め
町
内
で
の
工
場
増
設
を
決

め
た
め
た
。　

日
に
あ
っ
た
調

日
に
あ
っ
た
調
印

1616

式
で
立
地
計
画
認
定
書
が

式
で
立
地
計
画
認
定
書
が
交

付
さ
れ
、
島
根
県
、
邑
南
町

付
さ
れ
、
島
根
県
、
邑
南
町
の

３
者
で
覚
書
を
交
わ
し
た

者
で
覚
書
を
交
わ
し
た
。

　
２
０
０
４

２
０
０
４
年
創
業
の
同

年
創
業
の
同
社

は
、
県
産
豚
肉
の
加
工
等

は
、
県
産
豚
肉
の
加
工
等
を

手
掛
け
、
石
見
ポ
ー
ク
ブ

手
掛
け
、
石
見
ポ
ー
ク
ブ
ラ

ン
ド
と
し
て
県
内
外
に
販

ン
ド
と
し
て
県
内
外
に
販
路

を
拡
大
。
今
回
の
計
画
は

を
拡
大
。
今
回
の
計
画
は
、

輸
入
豚
肉
の
価
格
上
昇
等

輸
入
豚
肉
の
価
格
上
昇
等
を

背
景
に
、
今
後
、
国
産
豚

背
景
に
、
今
後
、
国
産
豚
肉

デ
ィ
ブ
ロ
（
島
根
県
邑

　
デ
ィ
ブ
ロ
（
島
根
県
邑
智

郡
邑
南
町
、
服
部
功
社
長

郡
邑
南
町
、
服
部
功
社
長
）

は
、
県
産
豚
肉
・
石
見
ポ
ー

は
、
県
産
豚
肉
・
石
見
ポ
ー
ク

調
印
式
の
も
よ
う

邑
南
町
で
工
場
増
設

デ
ィ
ブ
ロ

施
中
期
計
画
の
事
業
を
進

施
中
期
計
画
の
事
業
を
進
め

る
た
め
従
来
を
上
回
る
補

る
た
め
従
来
を
上
回
る
補
正

予
算
の
早
期
編
成
も
要
望

予
算
の
早
期
編
成
も
要
望
し

た
。ま

た
、
供
給
力
の
不
足

　
ま
た
、
供
給
力
の
不
足
で

各
社
の
手
持
ち
工
事
高
が

各
社
の
手
持
ち
工
事
高
が
増

加
し
て
い
る
と
の
一
部
報

加
し
て
い
る
と
の
一
部
報
道

に
触
れ
、
「
手
持
ち
工
事

に
触
れ
、
「
手
持
ち
工
事
高

の
増
加
は
物
価
高
騰
に
よ

の
増
加
は
物
価
高
騰
に
よ
る

名
目
工
事
費
の
増
加
や
工

名
目
工
事
費
の
増
加
や
工
事

の
大
型
化
・
長
期
化
の
側

の
大
型
化
・
長
期
化
の
側
面

が
大
き
い
。
今
後
も
十
分

が
大
き
い
。
今
後
も
十
分
な

施
工
体
制
を
確
保
す
る
こ

施
工
体
制
を
確
保
す
る
こ
と

が
可
能
だ
」
と
強
調
し
た

が
可
能
だ
」
と
強
調
し
た
。

今
井
会
長
は
実
施
中
期

　
今
井
会
長
は
実
施
中
期
計

画
の
予
算
に
つ
い
て
「
計

画
の
予
算
に
つ
い
て
「
計
画

規
模
　
兆
円
強
の
半
分
を

兆
円
強
の
半
分
を
公

2020

共
事
業
費
と
想
定
す
る
と

共
事
業
費
と
想
定
す
る
と
、

初
年
度
は
少
な
く
と
も

初
年
度
は
少
な
く
と
も
２
兆

円
を
超
え
る
公
共
事
業
費

円
を
超
え
る
公
共
事
業
費
を

確
保
し
て
ほ
し
い
」
と
訴

確
保
し
て
ほ
し
い
」
と
訴
え

た
。資

材
価
格
や
人
件
費
の

　
資
材
価
格
や
人
件
費
の
高

騰
で
実
質
的
な
建
設
投
資

騰
で
実
質
的
な
建
設
投
資
額

と
発
注
件
数
が
減
少
し
、

と
発
注
件
数
が
減
少
し
、
会

員
の
半
数
が
受
注
環
境
の

員
の
半
数
が
受
注
環
境
の
悪

化
を
訴
え
て
い
る
窮
状
も

化
を
訴
え
て
い
る
窮
状
も
報

告
。
そ
の
上
で
「
業
界
の

告
。
そ
の
上
で
「
業
界
の
努

力
も
あ
り
不
調
不
落
は
減

力
も
あ
り
不
調
不
落
は
減
少

傾
向
だ
。
地
域
建
設
業
の

傾
向
だ
。
地
域
建
設
業
の
施

む
ね
む
ね
６
％
」
と
す
る
技
能

％
」
と
す
る
技
能
者

の
賃
上
げ
目
標
や
、
生
産

の
賃
上
げ
目
標
や
、
生
産
性

向
上
の
取
り
組
み
の
進

向
上
の
取
り
組
み
の
進
捗

（
し
ん
ち
ょ
く
）
を
確
認

（
し
ん
ち
ょ
く
）
を
確
認
し

た
。冒

頭
、
楠
田
幹
人
不

　
冒
頭
、
楠
田
幹
人
不
動

産
・
建
設
経
済
局
長
は
公

産
・
建
設
経
済
局
長
は
公
共

事
業
予
算
の
執
行
状
況
を

事
業
予
算
の
執
行
状
況
を
説

明
。
当
初
、
補
正
と
も
執

明
。
当
初
、
補
正
と
も
執
行

は
順
調
と
し
、
「
適
正
な

は
順
調
と
し
、
「
適
正
な
価

格
と
工
期
で
発
注
さ
れ

格
と
工
期
で
発
注
さ
れ
れ

ば
、
公
共
、
民
間
問
わ
ず

ば
、
公
共
、
民
間
問
わ
ず
十

分
に
施
工
可
能
な
余
力
が

分
に
施
工
可
能
な
余
力
が
あ

る
」
と
述
べ
た

る
」
と
述
べ
た
。

公
共
投
資
の
拡
大
が
民

　
公
共
投
資
の
拡
大
が
民
間

投
資
を
抑
制
す
る
と
さ
れ

投
資
を
抑
制
す
る
と
さ
れ
る

「
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ン
グ
ア
ウ
ト

「
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ン
グ
ア
ウ
ト
」

に
も
言
及
。
公
共
は
土
木

に
も
言
及
。
公
共
は
土
木
、

民
間
は
建
築
が
中
心
で
す

民
間
は
建
築
が
中
心
で
す
み

分
け
が
さ
れ
て
い
る
た

分
け
が
さ
れ
て
い
る
た
め

「
こ
う
し
た
指
摘
は
当
て

「
こ
う
し
た
指
摘
は
当
て
は

ま
ら
な
い
」
と
財
政
当
局

ま
ら
な
い
」
と
財
政
当
局
の

主
張
を
退
け
た

主
張
を
退
け
た
。

宮
本
会
長
は
「
当
初
予

　
宮
本
会
長
は
「
当
初
予
算

の
公
共
事
業
関
係
費
は
横

の
公
共
事
業
関
係
費
は
横
ば

い
だ
が
資
材
価
格
の
高
騰

い
だ
が
資
材
価
格
の
高
騰
な

ど
を
考
慮
す
る
と
事
業
量

ど
を
考
慮
す
る
と
事
業
量
は

目
減
り
し
て
い
る
」
と
指

目
減
り
し
て
い
る
」
と
指
摘

し
、
当
初
で
の
公
共
事
業

し
、
当
初
で
の
公
共
事
業
関

係
費
の
拡
大
を
求
め
た
。

係
費
の
拡
大
を
求
め
た
。
実

設
業
界
の
賃
上
げ
と
生
産

設
業
界
の
賃
上
げ
と
生
産
性

向
上
を
引
き
続
き
官
民
一

向
上
を
引
き
続
き
官
民
一
体

で
進
め
る
こ
と
で
一
致

で
進
め
る
こ
と
で
一
致
し

た
。
現
下
の
予
算
執
行
状

た
。
現
下
の
予
算
執
行
状
況

を
踏
ま
え
、
建
設
業
界
に

を
踏
ま
え
、
建
設
業
界
に
十

分
な
施
工
余
力
が
あ
る
こ

分
な
施
工
余
力
が
あ
る
こ
と

も
確
認
。
団
体
側
か
ら
は

も
確
認
。
団
体
側
か
ら
は
物

価
高
騰
を
反
映
し
た
公
共

価
高
騰
を
反
映
し
た
公
共
事

業
予
算
の
確
保
と
と
も
に

業
予
算
の
確
保
と
と
も
に
、

第
１
次
国
土
強
靱
化
実
施

次
国
土
強
靱
化
実
施
中

期
計
画
の
初
年
度
予
算
の

期
計
画
の
初
年
度
予
算
の
早

期
編
成
を
求
め
る
声
が
上

期
編
成
を
求
め
る
声
が
上
が

っ
た
っ
た
。

国
交
省
か
ら
は
中
野
国

　
国
交
省
か
ら
は
中
野
国
交

相
や
水
嶋
智
事
務
次
官
、

相
や
水
嶋
智
事
務
次
官
、
廣

瀬
昌
由
技
監
ら
幹
部
、
団

瀬
昌
由
技
監
ら
幹
部
、
団
体

か
ら
は
日
本
建
設
業
連
合

か
ら
は
日
本
建
設
業
連
合
会

の
宮
本
洋
一
会
長
、
全
国

の
宮
本
洋
一
会
長
、
全
国
建

設
業
協
会
の
今
井
雅
則

設
業
協
会
の
今
井
雅
則
会

長
、
全
国
中
小
建
設
業
協

長
、
全
国
中
小
建
設
業
協
会

の
河
崎
茂
会
長
、
建
設
産

の
河
崎
茂
会
長
、
建
設
産
業

専
門
団
体
連
合
会
の
岩
田

専
門
団
体
連
合
会
の
岩
田
正

吾
会
長
ら
が
出
席
し
た

吾
会
長
ら
が
出
席
し
た
。

意
見
交
換
会
の
テ
ー

　
意
見
交
換
会
の
テ
ー
マ

は
、
▽

は
、
▽
２
０
２
６

２
０
２
６
年
度
概

年
度
概
算

要
求
▽
賃
上
げ
▽
生
産
性

要
求
▽
賃
上
げ
▽
生
産
性
向

上
―
の

上
―
の
３
点
。
点
。
２
月
の
車

月
の
車
座

対
話
で
石
破
茂
首
相
の
立

対
話
で
石
破
茂
首
相
の
立
ち

会
い
の
下
、
国
交
省
と

会
い
の
下
、
国
交
省
と
４
団

体
が
申
し
合
わ
せ
た
「
お

体
が
申
し
合
わ
せ
た
「
お
お

中
野
洋
昌
国
土
交
通
相

　
中
野
洋
昌
国
土
交
通
相
と

建
設
業
主
要

建
設
業
主
要
４
団
体
ト
ッ

団
体
ト
ッ
プ

は
、
東
京
・
霞
ヶ
関
の
同

は
、
東
京
・
霞
ヶ
関
の
同
省

で
意
見
交
換
会
を
開
き
、

で
意
見
交
換
会
を
開
き
、
建

中
野
国
交
相

っ
て
い
る
」
と
現
状
を
説
明

っ
て
い
る
」
と
現
状
を
説
明
。

そ
の
原
因
に
「
労
務
費
を

そ
の
原
因
に
「
労
務
費
を
１

０
０
０
０
％
下
請
に
出
せ
る
よ

％
下
請
に
出
せ
る
よ
う

な
受
注
が
で
き
て
い
な
い

な
受
注
が
で
き
て
い
な
い
」

こ
と
を
挙
げ
、「
ま
ず
は
直

こ
と
を
挙
げ
、「
ま
ず
は
直
轄

工
事
で
落
札
率

工
事
で
落
札
率
１
０
０

１
０
０
％
に

な
る
よ
う
な
施
策
の
検
討

な
る
よ
う
な
施
策
の
検
討
を

お
願
い
し
た
い
。
こ
れ
は

お
願
い
し
た
い
。
こ
れ
は
、

賃
金
行
き
渡
り
の
た
め
の

賃
金
行
き
渡
り
の
た
め
の
最

初
の
関
門
に
な
る
」
と
指

初
の
関
門
に
な
る
」
と
指
摘

し
た
。
設
計
労
務
単
価
の

し
た
。
設
計
労
務
単
価
の
継

続
的
な
引
き
上
げ
と
と

続
的
な
引
き
上
げ
と
と
も

に
、
技
能
者
以
外
の
賃
上

に
、
技
能
者
以
外
の
賃
上
げ

の
た
め
の
現
場
管
理
費
、

の
た
め
の
現
場
管
理
費
、
一

般
管
理
費
の
引
き
上
げ
も

般
管
理
費
の
引
き
上
げ
も
要

望
し
た

望
し
た
。

日
の
理
事
会
で
決
定

　
　
日
の
理
事
会
で
決
定
す

2424
る
全
建
と
し
て
の
生
産
性

る
全
建
と
し
て
の
生
産
性
向

上
計
画
の
要
点
も
披
露
し

上
計
画
の
要
点
も
披
露
し
、

「
２
０
２
９

２
０
２
９
年
度
ま
で
に

年
度
ま
で
に
労

働
生
産
性

働
生
産
性
を
　
年
度
比
で

年
度
比
で
９

2424

％
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
目

％
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
目
標

に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
に
取
り

に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
に
取
り
組

ん
で
い
る
会
員
企
業
の
割

ん
で
い
る
会
員
企
業
の
割
合

を
　
％
に
す
る
な
ど
の
Ｋ

％
に
す
る
な
ど
の
Ｋ
Ｐ

8585
Ｉ
（
重
要
業
績
指
標
）
を

Ｉ
（
重
要
業
績
指
標
）
を
定

め
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
（
計
画
・
実
行

め
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
（
計
画
・
実
行
・

及
し
、「
こ
う
し
た
将
来
目

及
し
、「
こ
う
し
た
将
来
目
標

を
建
設
業
全
体
、
そ
し
て

を
建
設
業
全
体
、
そ
し
て
官

民
で
共
有
し
た
い
。
公
共

民
で
共
有
し
た
い
。
公
共
工

事
設
計
労
務
単
価
に
つ
い

事
設
計
労
務
単
価
に
つ
い
て

も
、
実
態
調
査
の
結
果
を

も
、
実
態
調
査
の
結
果
を
反

映
さ
せ
る
現
行
方
式
を

映
さ
せ
る
現
行
方
式
を
改

め
、
政
策
的
に
引
き
上
げ

め
、
政
策
的
に
引
き
上
げ
て

い
く
方
式
に
し
て
も
ら
い

い
く
方
式
に
し
て
も
ら
い
た

い
」
と
働
き
掛
け
た

い
」
と
働
き
掛
け
た
。

生
産
性
向
上
に
関
し

　
生
産
性
向
上
に
関
し
て

は
、「
今
後

は
、「
今
後
５
年
間
で
会
員

年
間
で
会
員
企

業
社
員
の
年
間
実
労
働
時

業
社
員
の
年
間
実
労
働
時
間

を
　
時
間
削
減
し
、
全
産

時
間
削
減
し
、
全
産
業

7070
平
均
を
下
回
る
水
準
と
す

平
均
を
下
回
る
水
準
と
す
る

計
画
計
画
を
　
月
を
メ
ド
に
策

月
を
メ
ド
に
策
定

1212

す
る
」
と
明
か
し
た

す
る
」
と
明
か
し
た
。

全
国
建
設
業
協
会
の
今

　
全
国
建
設
業
協
会
の
今
井

雅
則
会
長
は
「
会
員
企
業

雅
則
会
長
は
「
会
員
企
業
の

９
割
弱
が
賃
上
げ
を
行
っ

割
弱
が
賃
上
げ
を
行
っ
て

い
る
が
、

い
る
が
、
６
％
を
超
え
て

％
を
超
え
て
い

る
の
は

る
の
は
２
割
前
後
に
と
ど

割
前
後
に
と
ど
ま

本
洋
一
会
長
は
、
直
近
の

本
洋
一
会
長
は
、
直
近
の
会

員
企
業
の
実
施
率
が

員
企
業
の
実
施
率
が
９
割
超

に
達
し
た
「
労
務
費
見
積

に
達
し
た
「
労
務
費
見
積
り

尊
重
宣
言
」
に
基
づ
く
取

尊
重
宣
言
」
に
基
づ
く
取
り

組
み
な
ど
を
紹
介
し
た

組
み
な
ど
を
紹
介
し
た
上

で
、
技
能
労
働
者
を
直
接

で
、
技
能
労
働
者
を
直
接
雇

用
し
て
い
る
会
員
企
業
が

用
し
て
い
る
会
員
企
業
が
ほ

と
ん
ど
な
い
こ
と
を
勘

と
ん
ど
な
い
こ
と
を
勘
案

し
、「
協
力
会
社
を
対
象
と

し
、「
協
力
会
社
を
対
象
と
し

た
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
調
査

た
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
調
査
を

　
月
に
行
う
」
と
表
明
し
た

月
に
行
う
」
と
表
明
し
た
。

1111鉄
筋
、
型
枠
、
と
び
、
土
工

鉄
筋
、
型
枠
、
と
び
、
土
工
、

左
官
、
電
工
の
各
職
種
を

左
官
、
電
工
の
各
職
種
を
対

象
に
、

象
に
、
１
次
・
次
・
２
次
下
請

次
下
請
の

協
力
会
社
が
雇
用
す
る
技

協
力
会
社
が
雇
用
す
る
技
能

労
働
者
の
賃
上
げ
実
施
状

労
働
者
の
賃
上
げ
実
施
状
況

を
調
べ
る

を
調
べ
る
。

さ
ら
に
、

　
さ
ら
に
、
７
月
に
策
定

月
に
策
定
し

た
新
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
に
お

た
新
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
に
お
い

て
、
今

て
、
今
後
　
年
で
の
所
得

年
で
の
所
得
倍

1010

増
を
打
ち
出
し
た
こ
と
に

増
を
打
ち
出
し
た
こ
と
に
言

建
設
業

　
建
設
業
４
団
体
は
、

団
体
は
、
２
月

に
首
相
官
邸
で
開
か
れ
た

に
首
相
官
邸
で
開
か
れ
た
車

座
対
談
で
申
し
合
わ
せ
事

座
対
談
で
申
し
合
わ
せ
事
項

と
な
っ
た
賃
金
引
き
上
げ

と
な
っ
た
賃
金
引
き
上
げ
と

生
産
性
向
上
に
つ
い
て
も

生
産
性
向
上
に
つ
い
て
も
、

そ
の
後
の
取
り
組
み
の
進

そ
の
後
の
取
り
組
み
の
進
捗

（
し
ん
ち
ょ
く
）
状
況
な
ど

（
し
ん
ち
ょ
く
）
状
況
な
ど
を

報
告
し

報
告
し
た
（
写
真

（
写
真
）
。

日
本
建
設
業
連
合
会
の

　
日
本
建
設
業
連
合
会
の
宮

中野国交相と建設業4団体が意見交換

施工余力「問題なし」官民で確認
実質目減りで予算増額を要望

協
力
会
社
の
賃
上
げ
状
況
調
査

 

5
年
間
で
生
産
性
9
％％％
向
上

日
建
連

全

建

国
土
交
通
省
は

　
国
土
交
通
省
は
、　

日
に
開
か
れ
た
中
央
建
設
業
審
議
会
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
（
Ｗ
Ｇ
）
に
労
務
費
に

日
に
開
か
れ
た
中
央
建
設
業
審
議
会
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
（
Ｗ
Ｇ
）
に
労
務
費
に
関

1818

す
る
基
準
（
標
準
労
務
費
）
の
素
案
を
提
示
し
、
大
筋
で
合
意
を
得
た
。
標
準
労
務
費
の
基
本
的
考
え
方
や
実

す
る
基
準
（
標
準
労
務
費
）
の
素
案
を
提
示
し
、
大
筋
で
合
意
を
得
た
。
標
準
労
務
費
の
基
本
的
考
え
方
や
実
効

性
確
保
策
は
文
書
で
整
理
し
、
中
建
審
の
勧
告
対
象
と
す
る
。
職
種
別
に
定
め
る
具
体
額
は
「
労
務
費
の
基
準
値

性
確
保
策
は
文
書
で
整
理
し
、
中
建
審
の
勧
告
対
象
と
す
る
。
職
種
別
に
定
め
る
具
体
額
は
「
労
務
費
の
基
準
値
」

と
し
て
扱
い
、
Ｗ
Ｇ
や
職
種
別
意
見
交
換
が
関
与
し
な
が
ら
国
交
省
が
決
定
・
公
表
す
る

と
し
て
扱
い
、
Ｗ
Ｇ
や
職
種
別
意
見
交
換
が
関
与
し
な
が
ら
国
交
省
が
決
定
・
公
表
す
る
。

素
案
に
は
標
準
労
務
費

　
素
案
に
は
標
準
労
務
費
の

基
本
的
考
え
方
や
職
種
別

基
本
的
考
え
方
や
職
種
別
の

基
準
値
の
定
め
方
、
実
効

基
準
値
の
定
め
方
、
実
効
性

確
保
策
な
ど
を
記
載
。
公

確
保
策
な
ど
を
記
載
。
公
共

工
事
設
計
労
務
単
価
に
適

工
事
設
計
労
務
単
価
に
適
正

な
歩
掛
か
り
を
乗
じ
た
単

な
歩
掛
か
り
を
乗
じ
た
単
位

施
工
量
当
た
り
の
労
務

施
工
量
当
た
り
の
労
務
費

に
、
必
要
数
量
を
乗
じ
て

に
、
必
要
数
量
を
乗
じ
て
算

出
さ
れ
た
労
務
費
総
額
が

出
さ
れ
た
労
務
費
総
額
が
適

正
な
水
準
の
労
務
費
と
定

正
な
水
準
の
労
務
費
と
定
義

し
た
し
た
。

実
効
性
確
保
策
は
契
約

　
実
効
性
確
保
策
は
契
約
段

階
と
支
払
い
段
階
、
公
共

階
と
支
払
い
段
階
、
公
共
工

事
の
取
り
組
み
を
明
記
。

事
の
取
り
組
み
を
明
記
。
労

務
費
を
内
訳
明
示
し
た
見

務
費
を
内
訳
明
示
し
た
見
積

書
提
出
の
促
進
、
契
約
当

書
提
出
の
促
進
、
契
約
当
事

者
に
よ
る
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン

者
に
よ
る
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト

制
度
の
活
用
な
ど
を
列

制
度
の
活
用
な
ど
を
列
挙

し
、
技
能
者
の
処
遇
改
善

し
、
技
能
者
の
処
遇
改
善
に

取
り
組
む
事
業
者
が
競
争

取
り
組
む
事
業
者
が
競
争
で

優
位
に
な
る
環
境
を
整
備

優
位
に
な
る
環
境
を
整
備
す

る
必
要
性
を
強
調
し
た
。

る
必
要
性
を
強
調
し
た
。
公

共
・
民
間
を
問
わ
ず
下
請

共
・
民
間
を
問
わ
ず
下
請
け

取
引
も
含
め
て
適
正
な
労

取
引
も
含
め
て
適
正
な
労
務

費
を
確
保
し
、
建
設
キ
ャ

費
を
確
保
し
、
建
設
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
の
レ

ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
の
レ
ベ

ル
別
年
収
に
応
じ
た
賃
金

ル
別
年
収
に
応
じ
た
賃
金
支

払
い
を
目
指
す

払
い
を
目
指
す
。

職
種
別
の
基
準
値
は
職

　
職
種
別
の
基
準
値
は
職
種

別
意
見
交
換
で
検
討
し
、

別
意
見
交
換
で
検
討
し
、
Ｗ

Ｇ
へ
の
報
告
を
経
て
、
国

Ｇ
へ
の
報
告
を
経
て
、
国
交

省
が
決
定
・
公
表
す
る
。

省
が
決
定
・
公
表
す
る
。
職

種
別
の
基
準
値
も
中
建
審

種
別
の
基
準
値
も
中
建
審
の

勧
告
対
象
と
す
る
と
、
審

勧
告
対
象
と
す
る
と
、
審
議

事
項
が
膨
大
に
な
り
現
実

事
項
が
膨
大
に
な
り
現
実
的

で
は
な
い
と
判
断
。
実
効

で
は
な
い
と
判
断
。
実
効
性

確
保
策
に
つ
い
て
は
標
準

確
保
策
に
つ
い
て
は
標
準
労

務
費
と
性
質
が
異
な
る
も

務
費
と
性
質
が
異
な
る
も
の

の
、
両
輪
で
扱
う
必
要
が

の
、
両
輪
で
扱
う
必
要
が
あ

る
こ
と
か
ら
文
書
に
盛
り

る
こ
と
か
ら
文
書
に
盛
り
込

ん
だ
ん
だ
。

標
準
労
務
費
の
運
用
状

　
標
準
労
務
費
の
運
用
状
況

の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
や
、

の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
や
、
そ

の
結
果
を
踏
ま
え
た
標
準

の
結
果
を
踏
ま
え
た
標
準
労

務
費
の
改
定
、
実
効
性
確

務
費
の
改
定
、
実
効
性
確
保

策
の
継
続
検
討
事
項
な

策
の
継
続
検
討
事
項
な
ど

は
、
標
準
労
務
費
の
作
成

は
、
標
準
労
務
費
の
作
成
・

勧
告
以
降
も
議
論
を
継
続

勧
告
以
降
も
議
論
を
継
続
す

る
方
向
で
中
建
審
総
会
に

る
方
向
で
中
建
審
総
会
に
諮

る
。

す
る
鉄
筋
、
型
枠
の
ほ
か

す
る
鉄
筋
、
型
枠
の
ほ
か
、

左
官
、
潜
か
ん
、
橋
梁
、

左
官
、
潜
か
ん
、
橋
梁
、
造

園
の
園
の
４
職
種
で
も
基
準
値

職
種
で
も
基
準
値
案

が
固
ま
っ
た

が
固
ま
っ
た
。

こ
の
う
ち
橋
梁
で
は
、

　
こ
の
う
ち
橋
梁
で
は
、
鋼

橋
架
設
、
Ｐ
Ｃ
橋
架
設
、

橋
架
設
、
Ｐ
Ｃ
橋
架
設
、
橋

梁
塗
装
で
基
準
値
案
を
作

梁
塗
装
で
基
準
値
案
を
作
成

し
た
。
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト

し
た
。
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
・

コ
ン
ク
リ
ー
ト
（
Ｐ
Ｃ
）

コ
ン
ク
リ
ー
ト
（
Ｐ
Ｃ
）
橋

架
設
で
は
東
京
都
の
場
合

架
設
で
は
東
京
都
の
場
合
、

プ
レ
キ
ャ
ス
ト
セ
グ
メ
ン

プ
レ
キ
ャ
ス
ト
セ
グ
メ
ン
ト

桁
で
支

桁
で
支
間
　
ｍ
以
上

ｍ
以
上
　
ｍ
未
ｍ
未

2020

3535

満
、
桁

満
、
桁
１
本
当
た

本
当
た
り
　
ｔ
の
ｔ
の

8585

主
桁
架
設
を
標
準
的
な

主
桁
架
設
を
標
準
的
な
規

格
・
仕
様
に
設
定
。
橋
梁

格
・
仕
様
に
設
定
。
橋
梁
世

話
役
、
橋
梁
特
殊
鋼
、
普

話
役
、
橋
梁
特
殊
鋼
、
普
通

作
業
員
の
施
工
単
位
当
た

作
業
員
の
施
工
単
位
当
た
り

歩
掛
か
り
に
設
計
労
務
単

歩
掛
か
り
に
設
計
労
務
単
価

を
乗
じ
て
合
計
し
た
基
準

を
乗
じ
て
合
計
し
た
基
準
値

は
１
本
当
た

本
当
た
り
　
万
９
８
０

９
８
０

3232

０
円
と
算
出
し
た

円
と
算
出
し
た
。

標
準
労
務
費
素
案
に
合

標
準
労
務
費
素
案
に
合
意意

中建審ＷＧ

基
準
値
は
国
交
省
が
公

基
準
値
は
国
交
省
が
公
表表

工
余
力
は
十
分
に
あ
る
」

工
余
力
は
十
分
に
あ
る
」
と

力
を
込
め
た

力
を
込
め
た
。

河
崎
会
長
は
実
施
中
期

　
河
崎
会
長
は
実
施
中
期
計

画
の
初
年
度
分
に
つ
い

画
の
初
年
度
分
に
つ
い
て

「
先
の
見
え
る
予
算
と
し

「
先
の
見
え
る
予
算
と
し
て

当
初
予
算
に
計
上
し
て
ほ

当
初
予
算
に
計
上
し
て
ほ
し

い
」
と
要
請
。
施
工
余
力

い
」
と
要
請
。
施
工
余
力
に

つ
い
て
は
「
特
に
問
題
は

つ
い
て
は
「
特
に
問
題
は
な

い
。
む
し
ろ
仕
事
が
少
な

い
。
む
し
ろ
仕
事
が
少
な
く

十
分
な
余
力
が
あ
る
」
と

十
分
な
余
力
が
あ
る
」
と
述

べ
た
べ
た
。

岩
田
会
長
は
「
専
門
工

　
岩
田
会
長
は
「
専
門
工
事

業
界
で
は
現
場
の
施
工
余

業
界
で
は
現
場
の
施
工
余
力

は
全
く
問
題
が
な
い
」
と

は
全
く
問
題
が
な
い
」
と
断

言
し
た
。
ま
た
、
担
い
手

言
し
た
。
ま
た
、
担
い
手
確

保
に
向
け
た
各
社
の
処
遇

保
に
向
け
た
各
社
の
処
遇
改

善
を
進
め
る
た
め
、
価
格

善
を
進
め
る
た
め
、
価
格
か

ら
質
を
重
視
す
る
商
習
慣

ら
質
を
重
視
す
る
商
習
慣
に

転
換
す
る
必
要
性
を
強
調

転
換
す
る
必
要
性
を
強
調
し

た
。最

後
に
中
野
国
交
相
は

　
最
後
に
中
野
国
交
相
は
会

合
を
総
括
し
、
「
活
発
な

合
を
総
括
し
、
「
活
発
な
民

間
投
資
に
も
応
え
な
が
ら

間
投
資
に
も
応
え
な
が
ら
公

共
事
業
予
算
の
足
元
の
執

共
事
業
予
算
の
足
元
の
執
行

も
順
調
で
あ
り
、
施
工
余

も
順
調
で
あ
り
、
施
工
余
力

に
問
題
が
な
い
こ
と
を
確

に
問
題
が
な
い
こ
と
を
確
認

で
き
た
。
引
き
続
き
円
滑

で
き
た
。
引
き
続
き
円
滑
な

予
算
執
行
に
協
力
し
て
ほ

予
算
執
行
に
協
力
し
て
ほ
し

い
」
と
呼
び
掛
け
た

い
」
と
呼
び
掛
け
た
。

評
価
・
改
善
）の
サ
イ
ク
ル

評
価
・
改
善
）の
サ
イ
ク
ル
を

回
し
な
が
ら
会
員
企
業
の

回
し
な
が
ら
会
員
企
業
の
生

産
性
向
上
を
図
っ
て
い
く

産
性
向
上
を
図
っ
て
い
く
」

と
述
べ
た
。
こ
の
ほ
か
の

と
述
べ
た
。
こ
の
ほ
か
の
Ｋ

Ｐ
Ｉ
に
は
、
施
工
管
理
ア

Ｐ
Ｉ
に
は
、
施
工
管
理
ア
プ

リ
の
活
用
割

リ
の
活
用
割
合
　
％
、
電
子

％
、
電
子

9090

黒
板
　
％
、
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ

％
、
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ

9090

Ｍ
　
％
、
受
発
注
者
間
情

％
、
受
発
注
者
間
情
報

4040
共
有
シ
ス
テ
ム
（
Ａ
Ｓ
Ｐ

共
有
シ
ス
テ
ム
（
Ａ
Ｓ
Ｐ
方

式
）　
％
、
ウ
ェ
ブ
カ
メ

％
、
ウ
ェ
ブ
カ
メ
ラ
　

7070

6060

％
な
ど
を
掲
げ
る
予
定
だ

％
な
ど
を
掲
げ
る
予
定
だ
。

ま
た
、
全
建
が
予
算
執

　
ま
た
、
全
建
が
予
算
執
行

を
担
当
す
る
国
土
交
通
省

を
担
当
す
る
国
土
交
通
省
の

新
た
な
補
助
事
業
「
建
設

新
た
な
補
助
事
業
「
建
設
市

場
整
備
推
進
事
業
費
補

場
整
備
推
進
事
業
費
補
助

金
」
が

金
」
が
１
次
公
募
で
即
完

次
公
募
で
即
完
売

し
た
こ
と
に
触
れ
、「
生
産

し
た
こ
と
に
触
れ
、「
生
産
性

向
上
に
は
、
最
近
の
機
器

向
上
に
は
、
最
近
の
機
器
や

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
が
重
要
に
な

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
が
重
要
に
な
る

が
、
地
域
建
設
業
の
多
く
は

が
、
地
域
建
設
業
の
多
く
は
、

そ
れ
ら
を
手
に
入
れ
る
た

そ
れ
ら
を
手
に
入
れ
る
た
め

の
投
資
が
で
き
な
い
。
補

の
投
資
が
で
き
な
い
。
補
助

金
の
予
算
が
一
瞬
で
消
化

金
の
予
算
が
一
瞬
で
消
化
さ

れ
た
よ
う
に
、
み
ん
な
こ

れ
た
よ
う
に
、
み
ん
な
こ
の

よ
う
な
支
援
制
度
を
使
い

よ
う
な
支
援
制
度
を
使
い
た

が
っ
て
い
る
。
ぜ
ひ
拡
充

が
っ
て
い
る
。
ぜ
ひ
拡
充
を

お
願
い
し
た
い
」
と
求
め
た

お
願
い
し
た
い
」
と
求
め
た
。

価
格
順
位
で
は
、
住
宅

　
価
格
順
位
で
は
、
住
宅
地

は
鳥
取
市
西
町

は
鳥
取
市
西
町
３
―
４
１
４
１
１

の
８
万
４
０
０
０

４
０
０
０
円
（
前

円
（
前
年

同
額
）
、
商
業
地
は
鳥
取
市

同
額
）
、
商
業
地
は
鳥
取
市
栄

町
６
０
９

６
０
９
の
　
万
１
０
０

１
０
０
０

1010

円
（
対
前
年
比

円
（
対
前
年
比
１
・
０
％
減
）

％
減
）
、

工
業
地
は
米
子
市
旗
ヶ
崎

工
業
地
は
米
子
市
旗
ヶ
崎
２

１
４
７

１
４
７
の
１
万
７
３
０
０

７
３
０
０
円

（
同
（
同
０
・
６
％
減
）
が
そ
れ

％
減
）
が
そ
れ
ぞ

れ
の
用
途
で
最
高
額
だ

れ
の
用
途
で
最
高
額
だ
っ

た
。地

価
調
査
は
、
国
土
利

　
地
価
調
査
は
、
国
土
利
用

計
画
法
に
基
づ
き
都
道
府

計
画
法
に
基
づ
き
都
道
府
県

が
毎
年

が
毎
年
１
回
、
各
都
道
府

回
、
各
都
道
府
県

全
域
の
基
準
値
の
価
格
を

全
域
の
基
準
値
の
価
格
を
調

べ
る
も
の
で
、
県

べ
る
も
の
で
、
県
内
　
市
町
市
町

1919

村
全
域
の
住
宅
地
や
商
業

村
全
域
の
住
宅
地
や
商
業
地

な
ど
な
ど
１
７
８

１
７
８
地
点
の
基
準

地
点
の
基
準
地

を
調
査
し
た

を
調
査
し
た
。

釈
工
期

　
工
期
＝
　
年
　
月
　
日

2626

1010

1313

予
定
価
格
＝

　
予
定
価
格
＝
１
億
３
８
３
８
０

５
万
１
０
０
０

１
０
０
０
円

逆
Ｔ
式
橋
台
・
橋
梁
上
部

逆
Ｔ
式
橋
台
・
橋
梁
上
部
工

Ｌ
　
・
５
ｍ
、
プ
レ
テ
ン

ｍ
、
プ
レ
テ
ン
シ

2121
ョ
ン
方
式
Ｐ
Ｃ
単
純
中
空

ョ
ン
方
式
Ｐ
Ｃ
単
純
中
空
床

版
橋
・
ブ
ロ
ッ
ク
積
工

版
橋
・
ブ
ロ
ッ
ク
積
工
Ａ
　7474

町
大
字
川
下
地

町
大
字
川
下
地
内

工
事
概
要
＝
工
事
延
長

　
工
事
概
要
＝
工
事
延
長
Ｌ

　
・
３
ｍ
、
掘
削
工
Ｖ

ｍ
、
掘
削
工
Ｖ
４
２

9999２
０
弱
、
橋
梁
下
部
工

、
橋
梁
下
部
工
１
基
、

通
り
通
り
。

▽
業
務
名
＝
受
注
者
、

　
▽
業
務
名
＝
受
注
者
、
評

定
点
、
履
行
期
間
の

定
点
、
履
行
期
間
の
順

▽
令
和

　
▽
令
和
６
年
度
松
江
国

年
度
松
江
国
道

事
務
所
管
内
ト
ン
ネ
ル
点

事
務
所
管
内
ト
ン
ネ
ル
点
検

他
業
務
＝
ウ
エ
ス
コ

他
業
務
＝
ウ
エ
ス
コ
、　
7979

点
、
点
、
２
０
２
４

２
０
２
４
年
７
月
　
日
1313

～
　
年
８
月
　
日

2525

2929

▽
令
和

　
▽
令
和
６
年
度
松
江
国

年
度
松
江
国
道

事
務
所
管
内
道
路
整
備
効

事
務
所
管
内
道
路
整
備
効
果

検
討
業
務
＝
復
建
調
査

検
討
業
務
＝
復
建
調
査
設

計
、　

点
、　

年
２
月
　
日

7979

2525

2222

～
同
～
同
８
月
　
日
2929

町
村
」
は

町
村
」
は
１
７
８

１
７
８
件
（
件
（
同

８
・
７
％
減
）
と
、
軒
並

％
減
）
と
、
軒
並
み

減
少
し
た

減
少
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
保
証
実

　
こ
れ
に
よ
り
、
保
証
実
績

の
累
計

の
累
計
（
　
年
４
月
～
月
～
８

2525

月
）
は
、
金
額
が
前
年
同

月
）
は
、
金
額
が
前
年
同
月

比
７
・
７
％
増
の

％
増
の
１
３
３

１
３
３
９

億
６
４
０
０

６
４
０
０
万
円
、
取
扱

万
円
、
取
扱
件

数
が
数
が
０
・
６
％
増
の

％
増
の
１
６
１
６
４

１
件
と
な
っ
て
い
る

件
と
な
っ
て
い
る
。

近 未 来 コ ン
クリート研究会
 

で
予
備
実
験

牡

蠣

殻

利

用

、

後
添
加
型
流
動
剤

㮇
年
度
第
1
回
の
協
議
会
開
く

25

　
　　

　

　
　

　
　

　
　

資格確認10月7日まで
西代橋橋梁修繕第5期
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申請書10月15日まで
 野球場バックネット改修加 茂
中央公園

＝雲 南 市＝

職
種
別
の
基
準
値
を
定

　
職
種
別
の
基
準
値
を
定
め

る
職
種
別
意
見
交
換
は
こ

る
職
種
別
意
見
交
換
は
こ
れ

ま
で
　
職
種
で
実
施
。
先

職
種
で
実
施
。
先
行

2424
新
た
に
4
職
種

で
基
準
値
案

（2）（第三種郵便物認可） 2025年（令和7年）9月22日（月曜日）


